
　会員増強委員長の坂倉です。前年

度迄ですと、クラブ奉仕・職業・社会・国

際の奉仕委員長が年度の方針、予定

を話す筈でしたが、ＣＬＰの方式を採

用する事で、話す順がすっかり変わりま

した。会員増強は何と申しましても、現職で世間にも顔が

広く、無理の利く若いメンバーの方 に々努力をお願いする

のが一番と思います。

　クラブの繁栄は、種 の々積み重ねがあろうかと存じますが、

数が最もその基礎になるので、ご協力を全会員にお願いし

ます。地区目標は純増1名です。７月２６日甲府でセミナーが

１日掛かりで行なわれます。勉強をして来ます。その報告は

８月の増強月間で致します。

会員増強・維持委員長　坂倉儀郎

　本年、山本年度の奉仕プロジェクト

委員長を仰せつかりました堤です。一

年間宜しくお願いいたします。

　ＣＬＰ導入により初めての組織運営

となりますので、経験の浅い私には、右

も左もわからない状況です。そこで、全ての活動を先手先

手と進めさせていただきますので、各小委員長の皆様には、

摺り合わせや根回しなどでご面倒をお掛けしますが、ご協

力のほど宜しくお願いいたします。

　さて、山本会長のテーマである「ロータリーを楽しもう」の

方針通り、本年度の奉仕プロジェクトは、全員参加で楽しく

興味ある奉仕活動を通じながら、沼津北ＲＣのより良い伝

統を守っていくことを基本とし、西島年度で決定したＣＬＰ

導入を、成果あるものにしていきたいと思います。

　まず、沼津北ＲＣの中心事業である「よろず相談」につ

いてですが、毎年３名の弁護士の先生に大きなご負担を

掛けておりますので、斉藤、横山両小委員長を中心に早く

から協議をして、場所・相談内容・時間等を、広く周知させ、

予め予約制を取るなどして時間分担を計り、相談される先

生方がやり易いように計画していきたいと思います。

　また、今年５月に行いました沼津中央高校との合同清掃

は、生徒達にも好評であり、青少年の健全育成にもこういっ

た活動を継続する事が大切であり、意味があると思います。

ＩＡＣの大塩小委員長と沼津中央高校ＩＡＣとで連絡を取

り合い、何らかの形で地域貢献活動をしていきたいと思い

ます。

　本年９月に行われます日韓親善会議には、現在のところ

９名の参加を頂き、来年の沼津北ＲＣ５０周年の記念式典

に向けてのピーアールをする絶好の機会であると思います。

何はともあれ、本年の会長方針に則って“楽しく、有意義な

奉仕活動”をしていく所存ですので、皆様の友情を切にお

願いいたしまして、ご挨拶といたします。一年間宜しくお願

い致します。

奉仕プロジェクト委員長　堤親朗

　クラブ広報委員会としてはＣＬＰ導

入初年度で戸惑いを感じながらのスタ

ートですが幸いに、会報・雑誌・広報委

員会 委員長山口和也様、ロータリー

情報委員会 委員長にはパストガバナ

ー道部秉様それぞれに、担当をお願いして、私としては、ロ

ータリーの友に掲載されている指定記事を例会の時に紹

介します。

　今回はその機会と捉えて

＊『ロータリーの友』改革の年度　ロータリーの友委員長

上野孝氏　（横浜ＲＣ）の方針の記事。　

＊ＲＩ会長メッセージ「ロータリーの未来はあなたの手の中に」

スコットランドで初めてのＲＩ会長・過去から学び、成功例に

基づいて活動を

・会員があってこそクラブは偉大の記事。

＊ガバナーの横顔で、いつも本気で愛すべき男、第２６２０地

区飯田祥雄ガバナー　（甲府シティＲＣ）を紹介。

＊エバンスト便り

ゾーン編成・新年度からゾーン編成が変わりました。日本の

ゾーンは、３つで編成されています。

第２ゾーンに２６２０地区が入っています。

以上ロータリーの友の記事について紹介いたしました。　

　

クラブ広報委員長　名取賢吉

会員増強・維持委員会

クラブ広報委員会

奉仕プロジェクト委員会今回の掲載記事は、先週の常任委員長の新年度の抱負です

 

 


